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研究成果の概要：本研究では，入札者の評価額の相関と売手の入札方法の選択によるシグナリ

ング効果を考慮した虚偽入札モデルを作成し，ゲーム理論による分析によりファーストプライ

スオークションとセカンドプライスオークションの虚偽入札に関する観点からの優位性を再検

討した．また本研究では，複数財のオークションにおける偽装入札と戦略的入札の関係を明ら

かにし，この２つの問題を統合的する枠組みの構築を試みた． 
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１．研究開始当初の背景 
オークションの発達によって，従来には存在
しなかった問題が指摘されている．その中で
も，他者を偽って入札したり（以下，虚偽入
札と呼ぶ），自己の評価額を偽って入札し落
札価格を操作したり（以下，戦略的入札と呼
ぶ）する行為が特に問題視されている．しか
しながら，オークション理論や実験経済学な
どにおいて，このような研究が十分進んでい
るとは言い難い． 
 
 
２．研究の目的 

本研究は以下の 2 点を明らかにすることを
目的とする． (1) 単一財（1 つの財）の代表
的な入札方式であるファーストプライスオ
ークションとセカンドプライスオークショ
ンについて，売手の立場からの虚偽入札に対
してどちらが優れているかをゲーム理論に
より明らかにし，望ましいオークション形式
について提言を行う． (2) 複数財（2 つ以上
の財）のオークションの売手・買手双方の虚
偽入札・戦略的入札について，その特徴を理
論・実験・シミュレーションの立場から明ら
かにし，望ましいオークション設計の方法を
与える． 
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３．研究の方法 
本研究では，以下のような方法にて研究を進
めた． 
(1) オークションの偽装入札に関連する研究

のサーベイ・調査 
(2) 単一財オークションの偽装入札の従来モ

デルに対する再検討とモデル化 
(3) シグナリングをオークションに応用する

際の問題を調べ，対策を考える． 
(4) 売手の信念を考慮した入札戦略の均衡を

導出する 
(5) 均衡点の精緻化と選択を行う 
 
４．研究成果 

オークションの偽装入札に関連する研究
のサーベイ・調査を行い，それを基にして入
札者の評価額の相関と売手の入札方法の選
択によるシグナリング効果を考慮した虚偽
入札モデルを作成した．そして，ファースト
プライスオークションとセカンドプライス
オークションの虚偽入札に関する観点から
の優位性を再検討した． 

その成果は以下の通りである． 
・ 通常，買い手の価値相関がなく，虚偽入

札がない場合はファーストプライスとセ
カンドプライスの売り手に与える期待利
益は等価とされている（収益等価定理） 

・ しかし，売り手に虚偽入札があると買い
手が考える場合は，セカンドプライスオ
ークションの入札額を低くするので，フ
ァーストプライスオークションの方が真
摯な売り手に与える期待利益が高くなる． 

・ 一方，買い手の価値相関があり，虚偽入
札がない場合は，セカンドプライスオー
クションの方が，売り手の期待利益は大
きい． 

・ このことから，価値相関と虚偽入札の双
方がある場合のセカンドプライスとファ
ーストプライスの期待利益の大小は，「売
り手がどのくらいの虚偽入札を行う可能
性があるか」と推測する買い手の信念に
より決定される． 

・ この結論は，売り手が更にそれを読み込
んでオークション方式を選択する場合
（シグナリング効果）を考慮すると，よ
り鮮明に現れる． 
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